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【研究テーマ】 

1. インフルエンザウイルスマトリックス蛋白質結合宿主因子 Hsc70 の機能解析 

2. 質量分析計を用いたウイルス蛋白質解析に関する研究 
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【研究費取得状況】 

1.  平成 19 年度 科学研究費若手(B) 研究代表者 インフルエンザウイルス増殖に関

与する宿主因子 Hsc70 の機能解析 

 

【過去の研究業績総計】 

原著論文（欧文） 12 編  

総説  （欧文） 1 編  

著書  （欧文） 1 編 （邦文） 2 編 


